
核酸合成用試薬

核酸オリゴマー3’末端修飾試薬

近年、DNAやRNAなど各種のオリゴヌクレオチドを用いた治療、診断等への応用が研究されて
おります。しかしながら生体内において外来性のDNAやRNAは各種のヌクレアーゼに曝されて
おり、特にRNAはヌクレアーゼにより分解されやすいという問題があります。
この度弊社では、岐阜大学 名誉教授、愛知工業大学 教授である北出幸夫博士らによって開発
された核酸オリゴマーの3’末端を容易に修飾可能な3種類の試薬を新たに発売いたします。
本試薬により、RNA分子（siRNAやmiRNAなど）のダングリングエンド部に疎水性の高い化合物
を導入することにより優れたヌクレアーゼ耐性を示します。

製 品 名 製品番号

05811-67

希望価格

29,000円

包装

250 mg

3-{[ビス(4-メトキシフェニル)(フェニル)メトキシ]メチル}-
ベンジル (2-シアノエチル)ジイソプロピルホスホロアミダイト
略号 : DMT-Benzenediol-
　　   CE Phosphoramidite
CAS : 946842-25-7
FW   : 640.75

アミダイト試薬

製 品 名 製品番号

05812-67

05813-67

希望価格

19,000円

25,000円

包装

500 mg

500 mg

4-[(3-{[ビス(4-メトキシフェニル)(フェニル)メトキシ]-
メチル}ベンジル)オキシ]-4-オキソブタノイル CPG

略号 : DMT-Benzenediol-CPG
CAS : 1219092-04-2

CPG樹脂試薬

4-[(6-{[ビス(4-メトキシフェニル)(フェニル)メトキシ]メチル}-
ピリジン-2-イル)メトキシ-4-オキソブタノイル CPG

略号 : DMT-Pyridinediol-CPG
CAS : 1227500-97-1

DMTrO O
P

N

O
NC

DMTrO O

O
N
H

O

CPG

N
DMTrO O

O
N
H

O

CPG

O
P

O

O-
X

OHORNA
O5' 3'

X = C, N

人工ダングリングエンド
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特徴
１．核酸オリゴマーの3’末端部を容易に修飾
　核酸自動合成機に本アミダイト試薬とCPG試薬をセットすることにより、目的の核酸
　オリゴマーの3’末端部を容易に合成可能です。*

２．優れたヌクレアーゼ耐性を付与
　本試薬を用いて化学修飾したRNA分子は高いヌクレアーゼ耐性を持ちます。

３. 効率的なRNA干渉能
　RNA干渉能を有するsiRNAやmiRNAの3’末端へ本試薬を用いて人工ダングリングエンドを
　導入すると効率的にノックダウン効果（RNA干渉）を示しました。
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＊それぞれの製品は、ABI3900の合成装置に対応した試薬瓶に小分けされております。
　Expedite･MerMade･Polyplex･AKTApilot などのDNA 合成装置に対応した試薬瓶でもお届け可能です。詳細はお問合せ下さい。

従来修飾後オリゴヌクレオチドと開発品修飾後オリゴヌクレオチドとの分解性比較
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SVP:  snake venom phosphodiesterase


